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修了生がふりかえる地域文化研究科での学びと現在
大学院で学んだこと
南島文化専攻民俗文化領域修了生　　　
仲田　邦彦　
私は、地域文化研究科南島文化専攻２期の卒業生で、現在は高校教諭として勤務している。
勿論教える仕事は好きだが、大学で残した課題、向上心と学生として学ぶ楽しさや大学の雰囲
気を再び味わいたいということから進学した。特に大学院で印象に残った講義や卒業後活かさ
れことについて述べたい。
特に印象に残った授業は、平敷令治先生の授業である。担当した分野の論文を読み込んで要
点をまとめ発表する講義形式である。自分では読んでさらっと理解しているつもりでいても、
質問されると答えられない。改めて一文一文を理解して読み込むことが求められた。にこやか
な笑顔が一転し、厳しい眼でどうなのかと意味を問われると確かに分かっていない自分がいる。
そのあと先生は、はっきりしていることはこれで、わからないことはこれとわけ、分かりやす
く無駄なく的確に解説した。真実について学生にも自分にも厳しく向き合われていたなと感じ
る講義だった。すべての講義を通して研究課題をきちんと自分で整理することの大切さを学ん
だ。また長文を繰り返し書くことで、大変ではあるが書くことが苦痛までにはならなくなった。
私は地理学が好きで、『沖縄県の地理』という本を自費出版した。私が高校生の頃に高校の
先生方が執筆した『沖縄県の地理』や『日本地誌』の沖縄県編で私は沖縄県の地理を学んだ。
その後は高校生向けの出版がなく必要性を感じていた。また地理学や地名研究センターでお世
話になった堂前亮平先生をはじめとする多くの先生方への恩返しの意味も込めて出版に取り組
んだ。当時４０代になっていたこともあって自分なりの節目としたかったこと、地理の楽しさ
を大学生、高校生などこれから地理を学ぶ人々に伝えたかったことも理由である。仕事と家庭
の役割もこなしつつ、自分の時間を作り、実質４年ほどかけて出版にこぎつけた。初めの頃に
書いた文章は古くなるので、修正を加えながらである。出版にこぎつけたのもやはり大学院で
学んだことや、その自信が自分を後押ししてくれた。
私は大学の４年間、大学院の２年間、沖縄国際大学でお世話になった。これまで卒業生とし
て社会に貢献することが先生方や大学への恩返しになると考え生活してきた。沖縄国際大学が、
多くの学生を育て、社会に貢献する人材を輩出し続けて欲しいと願っている。
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地域文化研究科での２年間を振り返って
南島文化専攻先史歴史文化領域修了生　　　
安座間　充　
今回の執筆にあたり、院生時代を振り返ろうと指折り数えれば、20 年余が経つ。不惑の歳
を過ぎ数年経つが、良くも悪くも中身は大して変わっていない。文学部社会学科の卒業ととも
に本大学院地域文化研究科に進学したのは前世紀の最後の年である。学部では考古学を専攻、
卒業論文では「弥生時代並行期の対外交流史」をテーマに取り組み、卒論を指導頂いた恩師・
高宮廣衞先生に薦められ大学院に進学した。昼は沖縄県教育庁文化課嘱託として初めての社会
人生活に戸惑い、夜間は講義開始にギリギリ滑り込んで講義を受ける日々であった。20 代前
半だったから、どうにか乗り越えられたのだと思う。
大学院の 2 年間は、学部時代にできなかった事も多く経験させてもらった。私の前年と翌
年は先史文化領域（先史学・考古学専攻）の同期入学も数名いたが私の入学年は一人だけで、
考古学特論など専攻分野の講義では初めてマンツーマンの講義を経験した（それも贅沢な時間
ではあったが…）。大学院の講義は当然ながら少人数規模なので学部のゼミに似た雰囲気であ
った。異なる学問分野を専攻する院生や、年齢もかなり上で既に実社会で活躍されている院生
らと交わされるディスカッションは、適度の緊張感もありつつ異分野・異年齢間だからこそ得
られる多くの示唆や学問的刺激があり、大学院という場所で学ぶ魅力を実感した。論文執筆や
学会発表をはじめて経験したことも、院生の頃の記憶として忘れられない。
院生になれば、全国レベルの学会、修士論文のための資料調査等で県外の大学・研究機関を
訪ねる機会も出てくる。学部生の時分にレポートや卒論作成で引用した有名な文献や論文の執
筆者当人にお会いできたときは緊張もしたが、なにより院生は研究者の卵として見られること
に背筋が伸びる思いをした。この頃に出会ってから 20 年余が経った今日までご厚誼を頂いて
いる方も数名おられる。
本学大学院地域文化研究科で過ごした２年間をいま振り返れば、かなり短く感じる。が、こ
の２年で得た多くの経験と出会いは、現在の私を成さしめた糧となっている。
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大学院生活を振り返って
英米言語文化専攻言語教育学領域修了生　　　
古謝　まき　
私は、現在、高校の英語教員として勤務しています。大学院在学中、1 年目は臨時教員、２，
３年目は非常勤講師をしていました。1 年目はフルタイムで夜間の授業を受けていため、仕事
と大学院の授業の両立がとても大変でした。しかし、非常勤講師で勤務させてもらってからは、
論文の調査研究・執筆、教員採用試験の勉強に励むことができ、大学院修了の年には教員採用
試験に合格することが出来ました。
調査研究の際には、担当授業の生徒たちや管理者・同僚に協力依頼をし、データの収集を行
うことが出来ました。論文のテーマは、リスニングにおける「学習ストラテジー」、特に学習
者の「メタ認知ストラテジー」に焦点を置いて研究しました。リスニングにおけるメタ認知ス
トラテジーに関する国内外の先行研究を図書館で探し読み、時にはデーターベース検索で取り
寄せるなどし、研究しました。その先行研究を基に自らのテーマを設定し、リスニングを得意
とする学習者は、具体的にどのような方略を採っているのか、担当の生徒たちに実践し、意見
を聞きました。
実際には、カリキュラムの関係や実践対象の生徒数が限られることから、充分な検証結果は
得られませんでしたが、現場で自ら実践することが出来た経験は、論文執筆するに当たって良
い自信につながりました。
現在、大学院での経験が、授業実践においても PDCA の過程で生かされていると思います。
また、研究したテーマ「メタ認知ストラテジー」は、リスニングの授業のみならず、どの授業
においても、学習にとって大変必要なストラテジーだと感じています。
大学院での講義は、数名、時には対個人で、講義で扱う内容についてディスカッションする
ことも多かったため、常に緊張感がありました。時間が無くて、さらっとしか読めなかった時
は、ますます緊張の１コマだったことを覚えています。しかし、そんな状況でも、担当の先生
方は私たちの論文完成に至るまで、丁寧に講義して下さりました。未だに、授業実践について
は、試行錯誤の日々ですが、私の授業を受けたより多くの生徒たちに、ためになった、英語が
好きになったと言ってもらえるように、今後も日々努力し続けたいと考えています。
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英米言語文化専攻英語教育学領域修了生　　　
上地　涼子
院生だった頃の記憶は今もよく残っています。しかし、振り返ってみると修了後すでに十数
年が経過していることに時間の経過にあらためて驚いたのと、あの頃、四苦八苦しながらも「一
応」修了したことを思い出し感慨深くなりました。今思えば、大学院入学が現在の私のスター
ト地点であり、あの頃の経験はその後の人生に大きな影響を与えてきたように思います。
私が大学院入学を決めたのは、ちょうど某県立高校で非常勤をしていた時でした。英語教員
として意気揚々といくはずが、日々の教鞭で苦労が絶えず、自己研鑽の為に入学を決めました。
日々の課題は大変でしたが、様々なアプローチ、教育理論を学び、また先生方や級友とのディ
スカッションで得たものは、少なからず現場の生徒達に還元できたように思います。さらに教
員と院生という二足の草鞋生活は、生徒達と同様に自身も一学習者であることを日々経験し、
学びに終わりはなく継続していくものだということも実感できました。私は、決してよくでき
た院生ではなく、日々の課題等は常に苦労していたのを覚えています。そんな中でも、先生方
の温かいサポート、クラスメートと切磋琢磨しながら、常に学び続けること、そして何事にも
挑戦し続けること、という姿勢を院生時代に培うことができました。
そんな 姿勢を私に与えてくれた大学院生活は、院生生活修了まじか、次の目標に挑戦する
きっかけも与えてくれました。今度はアメリカでも学びたいと思い始め、大学院卒業後アメリ
カ、ウエストバージニア州にあるマーシャル大学の大学院に入学しました。当時日本では、特
別支援教育が注目され始めた頃で、英語教育とは別な分野を学びたいと思っていた私は迷わず
障がい児教育を専攻しました。大学院では、講義に加えて実際に色々な障がいを持つ子供たち
と接する実践的な時間が多く持たれました。その分難しさを感じることもありましたが、一つ
一つの課題に前向きに挑んでいったことを覚えています。またマーシャル大学は、地元の日本
人補習学校とも提携していたこともあり、日本の教員免許を持っていた私はそこで毎週土曜日
に教鞭をとる機会をもつことができました。そこでは、幼稚部から高等部までの子供たちと接
することができ、また様々な科目を教える機会を得ました。補習学校の子供たちは、日本帰国
後、日本の教育課程に困らないように補習学校で学習を補うだけでなく、地元の学校では英語
も同時に学んでいかなければなりません。そんな子供たちの言語面・文化面のケアに、沖国の
院生時に学んだことが多く役立ったことは言うもまでもありません。
こうして日本人補習学校で、子供たちの言語習得の柔軟さや難しさを目の当たりにするうち、
言語教育への興味が増していきました。そんな中、シカゴのモンテッソーリスクールで日本語
イマージョン教師としての機会に恵まれ、そこで小学校の担任として数年間働きました。その
モンテッソーリスクールでは、通常の学校であれば「障がい」とみなされる子供たちも同じク
ラスで学んでいました。幸い、私のアメリカでの修士の専攻が障がい児教育であったので、私
にとっては言語教育と障がい児教育の両方が仕事の中でできたことは、とても幸運なことでし
た。その後その学校で、グリーンカード（永住権）のサポートもして頂き、移民に関する心配
が減ったことで、公立学校の障がい児教育の教員になることを決心しました。
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アメリカの公立学校は、州によって、郡によって、または学区によっても待遇や教員として
働くシステムが違ってきます。すでにウエストバージニア州の教員免許は取得していたのでそ
こに戻っても良かったのですが、そこでは永住権を取得していも、現地の教員と同じ待遇で働
けない、ということで断念せざる得ませんでした。その後コロラド州に移住した私は、その州
の教員免許を取得に取り組みました。コロラド州の障がい児教育の教員免許取得には、大学も
しくは大学院での障がい児教育専攻であること、また専門（障がい児教育）試験、小学校の教
科科目の試験にパスしなければなりませんでした。免許取得にも苦労しましたが、その後ポジ
ションに申し込んでも、書類選考、何度かの面接を重ねやっとポジションを得るという過程は
本当に大変でした。現在、私はコロラド州の公立学校で、重度障がい児のクラスの担任をして
います。今では当時の仕事探しと採用までの大変さを忘れるくらい、毎日の学校生活と生徒対
応に追われています。
大学院で学んだことが全て今に繋がっているかといえば、そうではないかもしれません。し
かし、専門分野に取り組む姿勢から得た問題解決能力、課題と仕事との両立から得た時間管理
能力、論文執筆との格闘から得た忍耐力。何より、一つ一つ目の前の課題を成し遂げて、次の
目標を持つといった Lifelong learner（生涯学習者）の素地は院生生活で作られたように思い
ます。
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